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9.3%，全身疾患 6.7%，外傷 4.5%，原因不明 2.3% 
であった。
先天素因では眼奇型が最も多く，弱視，先天白内
障，綱膜色素愛性，その他の順となり，先天素因者
.と両親血族結婚との関係は，両親が従兄妹であるも
の 12.4%，再従兄妹 1.8%，遠い血族関係2.6%，計 
16.8%であり，近親に視力障害を有するものは先天
素因者の 74.3%にみられた後天素因では，外傷をi徐
き治療及び予防の進歩で減少をみておる。 
叉，先天素因に由るものも遺伝学的研究の進歩，
近親結婚の廃止，優生法の適用等で相当防止しうる 
ものと思われる。
17. 興味ある結膜嚢内異物(毛〉にワいて
小倉重成 c木更津) 
昭和 31年 1月より 1年 10ヶ月の聞に外眼部の毛
髪異物の種々を経験した。 
1. 険板に垂直に刺った長さ 2mm前後の両端の
切れた毛髪は最も発見し難く，フパオレスチンに染
る線状の軽徴な角膜潰療を形成する。このようなも
のは男 5例，女1例で，上眼隙 4例，下限険2例で
あった。 
2; 結膜前垂内臆毛 1例は屡犀， ~.艮脂を訴えた。 
3. 涙点内臆毛は上涙点4例，下涙点 1例で， 男 
3例，女2例であった。 
4. 上限険のマイボーム氏:腺分泌口内随毛は女1
例にみられた。
18. 若年I[生高血圧について(第 1報〉
石川 清(教室〉
若年性高血圧の意外に多きを知り，先ず特殊環境
下にある川崎製鉄工場(千葉〉め高血圧管理の一環
として， 30才以下の高血圧者(初回測定最高血圧
140mmHg以上〕を対象として，家系，磐好品，臨
眠時間，血液像，尿検査，屈折異常，自覚症，自律 
神経異常の有無(主として ManoiIoff-Kroll反応)，
血清蛋白像，眼底所見，其の他の眼合官ばEの成績を
のベた。本症に中心性綱膜炎像を呈する者 11.9%
(9名〉で意外に多く，今後眼底血圧との関係を併せ
行いたい。
19. 昭和 31年度に於ける市原郡下，幼稚園及
び小・中・高等学校児童生徒のトラコ』
マ擢患実態にヨいて
斎藤進(五井町〉
昭和 31年戸市原郡下幼稚園・小・中・高校につ
きトラコーマの集団検診を行った。 
1. 61校の「ト」平均擢患率は 6.1%(男 4.8%，
女 15%〉Jである。
2. 各学年の「ト」躍患率は幼稚園 15.1%，小学
校 6.6%，中学校4.8%，高等学校5.7%である。
3. 幼稚園に最も多く高学年になるに従い， ほ Y
平行してイ尽くなる。そして女子は男子より各学年を 
通じ高率である。
4. rト」は漁業地区に最も多く，次いで農業地
区，山林業地区，商業地区の}I慎である。 
5. 小・中学校の 29年度， 30年度， 31年度の夫
々の平均擢患率は大差ない。 
20. 	 トラヨーマの症候名説
鈴木宜民(教室〉
トラコ{マの病原体がP小体であるとし、う積極的
な証明は未だ一つもなし、。「ト Jが特定の病原体に
よる独立したー疾患Lであるかどうか，叉「ト」とい
う疾患が果しで伝染性疾患であるかどうか，それら
も近代眼科学的に実証されたものではなし、。古し、通
念と先入感が学会は勿論，一般をも支配しておると
考えられるのであって，私は特に遺憾に堪えない。 
結膜所見にしても，バシヌスにしても「ト jに特有
なものはなく，軽症なものに至つては正常との境界
は全くつけ難し、。従ってその』寵患率とか治癒率等の
数値が人によって余りにも薯しい相違となる。吾々
が外来患者の「トJ診断に関して 2人の眼科医が 
診断した場合， 3人の中の 1人は診断が相違する
(rトJ以外の結膜炎とする〉とし、う結果になった。
即ち， rトjの診断が如何に主観によって左右され
ておるかどわかる。私はこのような現状から， 両 3
年来「トJの症候名説を強く叫んでおる。 
